
令和４年度学校評価報告書
令和５年３月16日

北海道美瑛高等学校長 谷 尊 仁

次のとおり令和４年度の学校評価について報告します。

１ 本年度の重点目標

（１）学校課題を共有し、常に改善を志向し、協働的・効率的な学校運営を推進する。
（２）生徒の学習意欲の向上に努め、主体的・対話的で深い学びに取り組む学習態度を育成する。
（３）学校の教育活動について広く情報を発信し、地域に信頼され、地域の期待に応える学校づくり

に努める。
（４）高い洞察力と先見性を持ち、地域に根ざした特色のある教育活動を展開する。
（５）教職員個々の資質を向上し、学校の教育内容の一層の充実と教育活動の活性化を図る。

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

・学校だより・ホームページ、新聞等への記事の提供 ・情報発信について、かなりされていることは分か

など、本校の教育活動を地域に情報発信することに努 るが、中学生やその保護者等にあまり伝わっていな
学校運営 めたが、認知が広がっていない。 い。新たな方策を検討する必要がある。

・定時退勤日の徹底や業務の平準化が進んだこともあ ・学校から活動の方針をより打ち出し、コミュニテ

り、時間外勤務の縮減につながっている。 ィスクールを活性化していくとよい。
・コミュニティスクールについて、部会ごとの協議に

重きを置いたことにより、協議等が活性化した。

・コミュニティスクールをより活性化し、地域の教育資源を活用した教育活動を推進する。

改善方策 ・現状の情報発信を継続するとともに、中学校等と連携した学校ＰＲなどのあり方について検討する。
・業務のさらなる見直しをとおして、有機的な学校運営を推進できるようさらなる連携・協働体制を強化す

る。

・個に応じたきめ細かな学習指導は概ね実現できた。 ・個に応じた授業の充実をさらに図ってほしい。

教育課程 ・教科間等の様々な連携をさらに充実・発展させてい ・地域でのキャリア教育を通して様々な連携の強化
・ く。 を図って欲しい。

学習指導 ・ICTを活用した授業改善をさらに推進する。

・個に応じたきめ細かな学習指導を継続し、教科横断やキャリア教育の視点でさらなる充実・発展を図る。

改善方策 ・授業アンケート等を見直し、生徒の立場に立った授業改善を推進する。
・新学習指導要領に即したカリキュラム・マネジメントの充実を図っていく。

・生徒に関する情報共有が図られ、組織として指導に ・生徒の個々に合わせたきめ細かな指導を継続して
あたる体制が築けた。 ほしい。

生徒指導 ・生徒が個々に自己を振り返ることをとおして、生活 ・高校生がより地域に出て活動し、地域住民と触れ
の改善に結びついている。 あう機会を多く持ってもらいたい。
・地域ボランティア等への参加が増加している。

・生活振り返りシートを継続し、生徒自身が自らのあり方を考える活動を一層促進する。
改善方策 ・面談や各種アセスメントなどを活用し、生徒理解をより深化させる。

・各学年ごとに、外部講師等を活用した進路ガイダン ・学校と地域との連携、個へのサポートがとても素

進路指導 ス等を実施したことにより進路意識を高めることがで 晴らしいので、次年度もより進路決定に向けた取組
・ きた。 に期待したい。

キャリア ・進路希望実現だけでなく、その後を見据えた指導の ・美瑛高校のキャリア教育をさらに充実させてほし

教 育 必要性を改めて感じている。 い。

・入学時から卒業までの系統立てた指導計画のもと、さらにきめ細かな指導を展開する。
改善方策 ・キャリア教育について、関係機関と連携・協働しながらさらに充実させていく。

・新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、健康管理 ・次年度も様々な取組を充実させてほしい。
健 康 意識は向上した。
安全指導 ・避難訓練等をとおして危機管理意識を高めることが

できた。

改善方策 ・様々な取組について、今後も外部教育力を活用しながら充実を図る。

公表方法 ： 学校ＨＰ及び学校だよりに掲載し地域住民に公表する。


